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資

紹

介

料

（
解
題
）

っ＂＂＇移fミ

武

助

ウ
．、』，

一
東
洋
之
佳
人
」
稿
本
一
冊

装
闘
。
寸
法
1
1

一
九
・
一
糎
×
二
七
・
八
糎
。

表
紙
｜
｜
無
紋
黄
色
紙
。
題
策
｜
｜
六
糎
×
一
五
・
八
糎
中
央
貼
付
「
部

初
稿
」
ト
墨
書
。
本
文
l
l

美
濃
紙
二
十
字
詰
二
十
行
有

東
洋
之
佳
人

罫
原
稿
用
紙
ニ
シ
テ
上
部
ニ
頭
書
用
ト
シ
テ
八
・
五
糎
ノ
空
欄
ヲ
用
意

シ
、
柱
ノ
下
部
ニ
「
東
海
散
士
」
ト
印
刷
。
入
土
丁
、
十
四
丁
。
一
丁
ォ

「
東
洋
之
佳
人
全
」
ト
墨
書
シ
右
偶
一
二
太
草
山
房
願
書
」
ノ
方
朱
印
。

一
丁
ゥ
ヨ
リ
二
丁
ゥ
マ
デ
太
華
自
筆
ノ
識
語
。
三
丁
ヨ
リ
本
文
始
リ
十
三

丁
ゥ
ニ
畢
ル
。
各
丁
－
一
天
囚
自
筆
ノ
朱
記
セ
ル
葡
頭
ア
リ
。
十
四
丁
ォ
同

ゥ
央
マ
デ
同
筆
政
文
ア
リ
。

太
華
自
筆
識
語
の
全
文
を
左
に
掲
ぐ
。
（
匂
讃
黙
は
解
題
者
が
恨
に
加

え
た
）

「
此
稿
は
明
治
二
十
年
八
月
に
成
る
。
首
時
余
は
柴
東
海
に
伴
は
れ

て
、
暑
を
清
見
寺
に
避
け
、
佳
人
之
奇
遇
六
編
績
稿
を
州
す
。
山
寺
清

三
郎
を
従
ふ
。
山
寺
は
曾
津
産
、
濁
眼
鏡
小
年
二
十
許
、
細
字
を
工
に

し
米
粒
に
い
ろ
は
四
十
八
字
、
叉
は
五
言
紹
句
を
害
す
。
叉
詩
才
あ
り
、

紹
句
を
作
る
。
此
行
、
主
と
し
て
余
の
草
稿
を
津
見
す
。
同
寺
に
寓
す

る
十
徐
日
後
、
書
佑
博
文
堂
、
原
田
圧
右
衛
門
来
る
。
住
人
奇
遇
の
護

貰
人
な
り
。
原
田
、
散
士
署
名
の
短
篇
小
説
を
出
版
せ
ん
と
欲
し
、
余

に
之
を
請
ふ
。
酒
問
、
余
、
之
を
散
士
に
告
ぐ
。
散
士
笑
て
原
田
に
、

稿
料
幾
許
を
太
革
に
酬
い
ん
と
す
る
か
、
余
は
一
銭
を
受
け
ず
。
と
問

ふ
。
原
田
一
枚
二
十
五
闘
を
献
ぜ
ん
と
答
ふ
。
余
、
依
遺
し
て
臆
ぜ

5
 

γ
J
 

す
。
散
士
傍
よ
り
、
我
詮
人
た
る
べ
しc

博
文
堂
二
一
一
一
口
あ
る
べ
か
ら
ず
。

と
云
ふ
。
原
田
、
拝
伏
し
て
懇
請
す
。
此
前
日
、
余
、
散
土
と
舟
を
浮

べ
て
三
保
に
遊
び
、
外
洋
に
遊
泳
を
試
み
て
踊
る
。
即
ち
其
夜
、
直
に

筆
を
執
り
て
之
を
草
す
。
山
寺
生
、
傍
よ
り
余
の
草
す
る
に
従
ひ
、
一

一
夜
に
全
く
成
る
。
是
本
郎
、
首
時
間
伊
潟

葉
一
葉
、
之
を
崎
市
寓
し
て
、

の
稿
本
な
り
。
博
文
堂
辞
し
去
る
に
及
び
、
之
を
西
村
天
囚
に
特
致
し

て
評
訴
を
加
へ
し
む
。
天
囚
、
時
に
落
泊
し
て
窮
境
に
沈
論
じ
、
身
を

寄
す
る
に
庭
な
し
。
時
に
博
文
堂
に
来
り
て
麻
食
す
る
こ
と
あ
り
。
余

に
叉
需
む
こ
と
あ
る
頻
々
た
り
。
即
ち
十
五
固
を
贈
ら
し
む
。
評
語
は



博
文
堂
の
震
棲
中
に
て
州
す
る
所
た
り
。
官
時
、
天
囚
二
十
三
歳
、
人
ぷ

は
正
に
二
十
五
歳
。
今
日
此
稿
本
に
封
じ
て
真
に
夢
の
如
し
。
明
治
一
二

十
八
年
六
月
。
太
革
固
」

明
治
文
皐
史
に
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
大
作
、
「
住
人
之
奇
遇
」
を

巡
り
、
そ
の
著
者
、
柴
東
市
散
士
に
封
寸
三
日
間
桔
太
革
、
四
村
天
四
、
雨

氏
の
闘
係
は
、
開
に
研
究
諸
家
に
論
議
せ
ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
が
、

本
型
国
書
館
痛
の
本
一
楠
本
は
、
こ
れ
に
闘
興
す
る
有
力
な
る
資
料
故
、
こ

〉
に
報
告
し
て
参
考
に
供
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
太
草
の
識
一
品
は
凡

て
を
語
り
、
解
説
の
要
な
き
も
の
で
あ
る
。
因
に
、
刊
本
「
東
洋
之
住
人
」

（
明
治
廿
一
年
間
丈
唯
一
刊
）
し
」
本
稿
本
を
比
較
す
る
と
、
刊
本
は
、
そ
の

後
の
推
肢
を
経
て
、
か
な
り
字
句
に
縫
濯
が
認
め
ら
れ
る
が
、
二
十
字
二

十
行
一
丁
、
総
計
十
四
丁
で
、
字
数
は
稿
本
と
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
事

を
知
る
。
天
囚
頭
書
の
批
評
、
及
び
政
文
も
同
様
で
あ
る
。
但
、
刊
本
に

は
、
末
店
鍛
腸
、
榊
原
鍛
硯
、
二
氏
の
序
、
及
び
掃
車
、
見
聞
き
一
市
川
を

付
加
し
て
あ
る
。

「
給
入
譲
本
外
題
作
者
幸
一
工
幸
一
一
日
時
名
目
集
」
潟
本

一
川
町

一

E
4
l
e

嬰
偵
。
寸
法
l
l

二
ニ
・
二
糎
×
一
八
・
二
一
脚
。
表
’
祇

l
l

桐
空
刷
模

様
ア
ル
練
色
紙
。
題
策
｜
｜
左
側
二
・
一
糎
×
一
六
軒
貼
付
「
穀
外
題

作
者
責
工
苫
貯
科
目
集
完
」
ト
墨
古
。
本
文
ー
美
濃
中
十
戯
五
十
ア
－

（
官
丁
）
。
内
二
十
四7
ハ
補
見
。
二
ノ
ォ
上
部
ニ
中
川
得
基
、
下
部
ニ

幸
田
成
友
頼
書
印
。
奥
一
一
「
大
正
六
年
五
月
下
記
以
休
若
士
口
氏
暗
本
補

成
友
L

ト
佐
墨
一
一
テ
記
ス
。
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本
局
本
十
六
．I
ゥ
ま
で
は
、
文
佑
四
年
よ
り
同
九
年
に
至
る
檎
入
譲
本

の
芹
名
、
作
者
、
道
工
名
、
及
び
加
数
、
版
元
々
什
を
筆
記
し
、
且
、
廻
状

日
、
校
本
出
来
、
上
本
、
頁
山
し
日
日
其
の
他
を
註
記
す
。
十
七
丁
以
後

は
、
江
戸
書
物
問
屋
名
、
貸
本
屋
、
せ
り
本
渡
世
の
者
等
の
名
を
掲
げ
、

弐
で
同
年
中
の
が
一
日
物
地
本
問
屋
、
行
事
世
帯
、
貸
本
屋
川
出
話
役
の
名
を
列

記
す
。
本
見
本
の
紙
質
、
文
字
よ
り
、
首
時
の
当
時
叫
の
子
控
へ
の
忠
買
な

る
勾
し
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
一
端
を
こ
＼
山
山
掲
げ
る
。



四
十
八
癖
臨
酢

⑩
十
二
月
十
日
間
申
正
月
三
日
上
本
四
日
費
出
し

績
膝
栗
毛
二
冊
一
九
作

⑩
十
二
月
十
日
出
同
廿
五
日
上
本
廿
六
日
責
出
し

制
胎
忠
臣
殿
同
一
一
一
馬
作

⑩
十
二
月
廿
日
出
申
十
二
月
十
四
日
上
本
十
六
日
費
出
し

糊
諸
浮
世
尿
同
同

⑩
十
二
月
廿
一
日
出
申
十
周
朔
日
上
本
五
日
翼
出
し

初
編
全

鶴
屋
金
助

村
田
屋
衣
郎
兵
衛

鶴
屋
金
助

同
所

絵
本
一
休
語

O
佐
久
間

一
部
一
庭
用
引
詰
前
川
六
左
衛
門

ご
月
七
日
北
上
り
廻
状
五
月
十
三
日
上
本
同
日
費
出
し

棲
木
物
語
五
時
一
誠
一
酢
西
村
居
興
八

正
月
廿
四
日
廻
欽
二
局
九
日
廻
る
六
局
十
八
日
上
本
二
十
日
費
出
し

六
冊

-127-

文
化
九
之
申
年
正
月
よ
り
三
月
迄

右
の
如
く
江
戸
後
期
讃
本
出
版
の
貫
扶
の
一
端
、
印
ち
稿
本
よ
り
刊
行
、

買
出
し
に
至
る
ま
で
に
要
す
る
月
日
の
貫
際
を
知
り
得
、
刊
記
と
の
ズ
レ

を
澄
し
得
る
黙
は
誠
に
貴
重
で
あ
る
。
且
、
本
書
中
所
々
に
「
無
障
」
或

は
「
上
、
中
、
障
」
の
如
、
き
朱
書
あ
り
。
書
物
取
締
り
の
具
樫
吠
境
を
推

量
し
得
て
、
興
味
深
き
も
の
が
あ
る
。
本
書
も
亦
、
本
塾
園
書
館
架
蔵
。


